
伊
藤
之
雄
著

『
京
都
の
近
代
と
天
皇

　
i
御
所
を
め
ぐ
る
伝
統
と
革
新
の
都
市
空
間

1
8
6
8
～
1
9
5
2

吉
　
　
岡

』拓

　
本
書
は
、
京
都
市
政
史
編
さ
ん
委
員
会
の
代
表
を
務
め
る
著
者
の
伊
藤
之

雄
氏
が
、
『
京
都
市
政
史
睡
刊
行
の
準
備
過
程
で
抱
い
た
着
想
を
書
籍
と
し

て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
自
身
は
本
書
を
『
京
都
市
政
史
嵐
の
「
兄

弟
本
」
と
位
心
づ
け
て
い
る
が
、
内
容
的
に
見
て
、
著
者
が
近
年
発
表
し
て

き
た
近
代
日
本
の
立
憲
君
主
制
や
天
皇
に
関
す
る
研
究
・
評
伝
の
姉
妹
本
と

も
い
え
る
。

　
ま
ず
は
、

る
。

…、

{
書
の
概
要

本
書
の
概
要
を
示
し
た
い
。
全
体
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ

京
都
御
所
・
御
苑
と
近
代
日
本
　
　
は
じ
め
に

第
一
章
　
御
所
の
整
備
と
御
苑
の
創
出
に
よ
る
伝
統
と
革
新

第
二
章
　
平
安
遷
都
千
百
年
記
念
事
業
と
観
光
名
所
と
し
て
の
御
所

第
三
章
　
御
所
・
御
苑
と
市
民
の
新
し
い
関
係

第
四
章
　
窮
屈
に
な
っ
て
ゆ
く
泰
祝
行
事

第
五
章
　
御
所
・
御
苑
空
間
と
戦
後
京
都

京
都
御
所
・
御
苑
と
将
来
の
京
都
　
　
お
わ
り
に

　
は
じ
め
に
で
は
、
三
体
の
内
容
に
若
干
触
れ
つ
つ
、
本
書
の
目
的
と
方
法

が
提
示
さ
れ
る
。
；
酉
で
ま
と
め
れ
ば
、
そ
れ
は
京
都
御
所
・
御
苑
空
間
と

い
う
場
が
近
代
日
本
、
な
ら
び
に
近
代
京
都
の
歴
史
上
有
し
た
意
味
に
つ
い

て
、
「
伝
統
」
と
「
革
新
」
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
軸
に
検
討
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
「
御
所
を
め
ぐ
る
伝
統
と

革
新
の
都
市
空
間
　
！
8
6
8
～
1
9
5
2
」
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
明
治
維
新
か
ら
帝
国
議
会
開
設
前
後
ま
で
の
御
所
・
御
苑

空
間
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
明
治
維
新
後
、
御
所
・
御
苑
は
荒
廃
し
た
が
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
京
都
へ
行
幸
し
た
明
治
天
皇
が
「
大
内
保
存
」

を
命
じ
る
こ
と
で
状
況
は
一
変
す
る
。
京
都
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
明
治
天

皇
は
、
十
一
年
十
月
に
は
即
位
大
礼
を
京
都
御
所
で
開
催
す
る
こ
と
を
提
言

し
、
さ
ら
に
は
東
京
遷
都
で
衰
退
し
た
京
都
を
、
伝
統
と
革
新
が
調
和
し
た

形
で
復
興
さ
せ
る
、
と
い
う
構
想
を
示
し
た
。
政
府
（
岩
倉
具
視
・
伊
藤
博

文
）
・
京
都
府
（
北
垣
国
道
）
は
こ
の
明
治
天
皇
の
構
想
を
踏
ま
え
、
伝
統

（
御
所
保
存
）
と
革
新
（
御
苑
整
備
・
琵
琶
湖
疎
水
事
業
な
ど
）
を
調
和
さ

せ
た
京
都
復
興
策
を
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
一
連
の
過
程
で
御
所
拝
観
内

規
や
、
天
皇
の
入
京
・
出
京
時
に
鳥
丸
通
－
三
条
通
－
堺
町
通
を
利
用
す
る

と
い
う
行
幸
ル
ー
ト
が
定
着
し
た
。
社
会
的
地
位
に
よ
り
御
所
拝
観
の
可
否

や
行
幸
時
の
奉
迎
場
所
を
区
別
す
る
と
い
う
秩
序
も
、
帝
国
憲
法
発
布
前
後

の
時
期
よ
り
ゆ
る
や
か
な
が
ら
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
。

　
第
二
章
で
は
、
平
安
遷
都
千
百
年
記
念
事
業
か
ら
大
正
大
礼
頃
ま
で
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
る
。
平
安
神
宮
の
創
建
と
日
清
・
日
露
戦
争
と
い
う
二
つ
の
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評
灘ξ：

匿ヨ

対
外
戦
争
を
経
て
、
御
所
・
御
苑
（
特
に
建
礼
門
前
）
と
平
安
神
宮
が
京
都

市
に
お
け
る
国
威
発
揚
行
事
の
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
日
露
戦
争
後
の
都
市

改
造
事
業
の
結
果
、
市
民
に
よ
る
大
規
模
な
奉
送
迎
を
可
能
と
さ
せ
る
新
し

い
行
幸
ル
ー
ト
（
烏
丸
通
一
丸
太
町
通
）
が
完
成
し
、
大
正
大
礼
を
前
に
京

都
御
苑
の
さ
ら
な
る
改
良
も
行
わ
れ
た
。
以
上
の
展
開
に
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
的
潮
流
が
加
わ
る
こ
と
で
、
京
都
市
民
・
府
民
は
天
皇
へ
の
敬
愛
を
発

露
さ
せ
、
時
と
し
て
秩
序
を
乱
し
な
が
ら
奉
送
迎
や
奉
祝
行
事
に
自
発
的
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
的
地
位
に
よ
り
奉
迎
場
所
を
区
別
す
る
と
い

う
秩
序
は
弱
ま
り
は
じ
め
る
。
右
に
関
連
し
て
、
御
所
拝
観
が
制
限
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
市
民
が
反
感
を
募
ら
せ
は
じ
め
る
と
、
宮
内
省
は
日
露
戦
後
に

一
旦
緩
和
し
た
外
国
人
拝
観
規
則
に
、
再
び
制
限
を
加
え
た
。

　
第
三
章
で
は
、
大
正
期
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
御
苑
は
こ
の
頃
よ
り
改

革
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
伝
統
の
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
す
る
場
へ
と
変
化
し
、
観
光

名
所
と
し
て
定
着
し
は
じ
め
る
。
ま
た
、
青
年
団
の
幹
部
や
国
勢
調
査
員
が

新
た
に
御
所
拝
観
を
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
奉
祝
行
事
に
つ

い
て
は
、
～
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
青
年
団
や
在
郷
軍
人
会
を
担
い
手
と
し

た
行
事
が
新
た
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
行
事
参
加
者
の
秩
序
か
ら
の
逸

脱
が
さ
ら
に
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
受
け
、
奉
祝
行
事
を
制
度
的
に

も
平
等
で
規
制
の
緩
や
か
な
も
の
へ
と
変
容
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
宮
内
省

（
牧
野
伸
顕
）
は
、
虎
の
門
事
件
の
衝
撃
も
あ
っ
て
再
び
規
制
を
加
え
る
よ

う
に
な
り
、
市
民
の
不
満
は
募
っ
た
。
京
都
の
都
市
改
造
に
つ
い
て
は
、
三

大
事
業
を
引
き
継
い
で
道
路
拡
幅
と
い
う
「
革
新
」
を
さ
ら
に
進
め
る
中
で
、

木
屋
町
通
の
景
観
保
護
と
い
う
「
伝
統
」
に
関
す
る
問
題
が
浮
上
し
、
両
者

の
調
和
が
は
じ
め
て
市
民
の
間
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
第
四
章
で
は
、
昭
和
戦
前
期
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
昭
和
大
礼
は
天
皇

の
奉
送
迎
に
つ
い
て
社
会
的
地
位
に
左
右
さ
れ
な
い
平
等
化
が
図
ら
れ
た
反

面
、
奉
祝
行
事
に
は
厳
密
な
規
制
が
敷
か
れ
、
大
礼
全
体
に
清
浄
さ
と
国
風

（
東
洋
風
）
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
の
大
礼
前
後
よ
り
、
御
所
・
御
苑
の
観
光

地
化
が
さ
ら
に
進
み
、
御
所
拝
観
資
格
も
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
く
。
そ
の

一
方
で
、
御
所
・
御
苑
、
特
に
建
礼
門
前
は
青
年
団
や
在
郷
軍
人
会
な
ど
の

団
体
に
精
神
修
養
の
場
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
行
事
に
は
厳
し

い
規
制
が
敷
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
昭
和
十
年
（
一
九
三

五
）
の
天
皇
機
関
説
事
件
の
頃
よ
り
御
苑
空
間
の
聖
域
化
が
顕
著
に
進
行
す

る
が
、
以
上
の
過
程
は
京
都
市
民
・
府
民
が
天
皇
へ
の
敬
愛
の
念
を
発
露
す

る
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
奉
祝
行
事
は
大
正
期
ほ
ど
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
者
数
自
体
も
減
少
し
た
。
戦

時
期
に
入
る
と
、
御
所
・
御
苑
の
聖
域
化
は
さ
ら
に
進
み
、
国
威
発
揚
行
事

に
す
ら
そ
れ
ら
の
場
所
を
用
い
る
こ
と
が
揮
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

戦
況
の
悪
化
も
あ
り
、
観
光
客
は
皇
紀
二
千
六
百
年
に
あ
た
る
昭
和
十
五
年

（一

緕
l
〇
）
を
ピ
ー
ク
に
停
滞
し
た
。

　
第
五
章
で
は
、
戦
後
期
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
戦
後
、
御
所
・
御
苑
の

聖
域
性
は
薄
れ
、
そ
の
利
用
法
を
め
ぐ
り
様
々
な
道
が
模
索
さ
れ
る
が
、
最

終
的
に
は
文
化
遺
産
と
し
て
現
状
を
基
本
的
に
は
維
持
し
、
公
園
（
国
民
公

園
）
と
し
て
利
用
す
る
方
向
で
確
定
し
た
。
御
所
の
公
開
も
進
め
ら
れ
、
御

所
・
御
苑
は
再
び
観
光
地
化
を
遂
げ
る
。
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）
に
行

わ
れ
た
戦
後
初
の
京
都
行
幸
の
際
に
は
、
布
民
は
一
九
二
〇
年
代
前
半
ま
で

に
見
ら
れ
た
様
子
と
同
様
に
、
敬
愛
を
発
露
し
て
天
皇
を
迎
え
た
。
一
方
、

御
苑
（
五
礼
門
前
）
は
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
労
働
者
集
団
か
ら

メ
ー
デ
ー
の
会
場
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
G
H
Q
の
指
示
を
受

け
た
厚
生
省
が
国
民
公
園
を
政
治
的
・
宗
教
的
集
会
に
利
用
す
る
こ
と
を
規
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制
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
が
独
立
を
回
復
さ
せ
た
同
二
七
年
以
降
、
御
苑

の
メ
ー
デ
ー
へ
の
利
用
は
禁
止
さ
れ
た
。

　
お
わ
り
に
で
は
、
全
体
の
論
点
を
計
五
点
に
わ
け
て
再
整
理
す
る
と
共
に
、

現
代
ま
で
の
展
望
が
述
べ
ら
れ
る
。

二
、
本
書
の
成
果

　
本
書
の
成
果
と
し
て
ま
ず
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
明
治
維
新
か
ら
戦

後
ま
で
の
御
所
・
御
苑
の
変
遷
に
つ
い
て
、
通
時
的
か
つ
詳
細
に
検
討
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
の
御
所
・
御
苑
に
つ
い
て
は
、
明
治
前

期
に
つ
い
て
は
～
定
の
研
究
蓄
積
が
あ
っ
た
も
の
の
、
他
の
時
期
に
つ
い
て

の
研
究
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
不

明
な
部
分
が
多
か
っ
た
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
た
時
、
新
聞
の
雑
報
記
事
に
ま

で
く
ま
な
く
目
を
通
し
、
閲
覧
に
大
き
な
制
約
の
伴
う
京
都
市
役
所
永
年
保

存
文
書
を
も
可
能
な
限
り
利
用
し
て
、
明
治
前
期
か
ら
戦
後
ま
で
の
御
所
・

御
苑
の
変
遷
を
あ
き
ら
か
に
し
た
本
書
の
意
義
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
る
と
い
え
る
。
あ
と
が
き
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
知
力
の
限
界
に
近
い
作

業
を
行
っ
た
」
と
い
う
著
者
の
言
葉
は
、
決
し
て
大
げ
さ
な
表
現
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
右
に
述
べ
た
明
治
維
新
か
ら
戦
後
ま
で
の
御
所
・
御
苑
の
変
遷

を
、
都
市
京
都
全
体
の
動
向
、
特
に
十
九
世
紀
末
よ
り
は
じ
ま
る
都
市
改
造

の
問
題
と
関
連
づ
け
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
～
九
八
○
年
代

以
降
の
都
市
史
研
究
の
進
展
の
中
、
京
都
に
つ
い
て
も
明
治
期
を
中
心
に
研

究
の
蓄
積
が
進
ん
だ
が
、
そ
の
多
く
は
京
都
の
産
業
化
・
工
業
化
に
つ
い
て

議
論
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
社
寺
の
維
持
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
伝
統
」
保
存

（
創
出
）
や
、
そ
れ
を
利
用
し
た
観
光
業
開
発
の
問
題
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
書
が
、
行
幸
ル
ー
ト
の
整
備
と

い
う
問
題
か
ら
道
路
拡
幅
事
業
の
問
題
を
検
討
し
た
こ
と
、
御
所
・
御
苑
の

観
光
地
化
と
い
う
問
題
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
こ
と
な
ど
は
、
近
代
京
都
都

市
史
研
究
に
新
た
な
論
点
を
提
示
し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
第
三
に
、
御
所
・
御
苑
、
な
ら
び
に
平
安
神
富
の
祭
礼
空
間
と
し
て
の
役

割
に
着
目
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
一
括
り
に
理
解
さ
れ
て

い
た
御
苑
空
間
の
中
で
も
建
礼
門
前
広
場
が
種
々
の
行
事
に
お
い
て
特
に
重

要
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
奉
祝
行
事
の
担
い
手
と
し
て
大
正
後

期
よ
り
青
年
団
や
在
郷
軍
人
会
が
加
わ
り
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
団
体
が
や
が

て
行
事
の
性
格
自
体
を
変
容
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
昭
和
大
礼
前
後
よ
り
御
所

拝
観
や
奉
祝
行
事
の
平
等
化
と
御
所
・
御
苑
の
聖
域
化
、
奉
祝
行
事
の
秩
序

化
が
同
時
並
行
的
に
進
む
こ
と
、
戦
時
期
に
な
る
と
国
威
発
揚
行
事
で
主
に

用
い
ら
れ
る
の
は
平
安
神
宮
と
な
り
、
御
所
・
御
苑
が
用
い
ら
れ
る
機
会
は

逆
に
滅
少
し
て
い
く
こ
と
、
な
ど
の
興
味
深
い
事
実
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
御
所
拝
観
・
奉
祝
行
事
参
加
に
つ
い
て
平
等

化
と
聖
域
化
（
秩
序
化
）
が
同
時
に
進
行
す
る
と
い
う
点
は
、
普
通
選
挙
法

と
治
安
維
持
法
の
同
時
成
立
と
い
っ
た
問
題
と
も
重
な
る
部
分
が
大
き
い
と

い
え
、
一
九
二
〇
年
代
と
い
う
時
代
を
考
え
て
い
く
上
で
今
後
さ
ら
に
検
討

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
第
四
に
、
近
代
天
皇
鋼
の
問
題
を
検
討
し
て
い
く
上
で
の
大
正
期
の
分
析

の
必
要
性
が
、
本
書
を
通
じ
改
め
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
通

り
、
近
代
天
皇
制
研
究
は
明
治
維
新
か
ら
帝
国
憲
法
発
布
・
帝
国
議
会
開
設

頃
ま
で
の
時
期
、
な
ら
び
に
昭
和
戦
前
期
に
つ
い
て
分
厚
い
研
究
の
蓄
積
が

あ
る
一
方
で
、
大
正
期
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
時
期
に
較
べ
研
究
が
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
、
奉
祝
行
事
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評書

に
お
け
る
京
都
市
民
・
府
民
の
秩
序
か
ら
逸
脱
し
た
形
で
の
参
加
や
、
政

蔚
・
官
僚
が
天
皇
と
国
民
と
の
あ
る
べ
き
関
係
性
を
め
ぐ
り
右
往
左
往
す
る

姿
な
ど
は
、
こ
の
時
期
を
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え

る
。
大
正
期
の
検
討
の
必
要
性
を
強
調
し
た
研
究
自
体
は
こ
れ
ま
で
も
少
な

か
ら
ず
存
在
し
た
が
、
御
所
・
御
苑
と
い
う
｝
つ
の
事
例
の
検
討
か
ら
そ
の

点
を
改
め
て
提
起
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
評
者
は
考
え
る
。

三
、
本
書
の
疑
問
点

　
本
書
へ
の
評
者
の
疑
問
点
の
第
一
は
、
御
所
・
御
苑
の
整
備
や
近
代
京
都

の
発
展
に
明
治
天
皇
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
本
書
が
過
剰
に
高
い
評

価
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
主
に
咽
明
治
天
皇
紀
㎏
の
記

述
に
拠
り
な
が
ら
、
明
治
十
年
よ
り
開
始
さ
れ
る
京
都
御
所
の
保
存
と
御
苑

の
創
出
、
な
ら
び
に
伝
統
と
革
新
を
融
合
さ
せ
た
京
都
復
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
天
皇
の
意
向
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
、

推
測
も
込
め
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
え
て
述
べ
る
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
『
明
治
天
皇
紀
』
は
明
治
天
皇
の
偉
業
を
称
え
る
た

め
、
著
者
自
身
も
再
三
強
調
し
て
い
る
、
理
想
化
さ
れ
た
明
治
天
皇
像
が
普

及
し
は
じ
め
る
一
九
二
〇
年
代
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
述
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
治
天
皇

の
役
割
を
強
調
す
る
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
、
明
治
十
一
年
十
月
に
天
皇
が
ロ

シ
ア
の
例
に
倣
い
即
位
大
礼
を
京
都
で
開
催
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
と
い
う

隅
明
治
天
皇
紀
睡
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
に
お
い
て
不
自
然
な
点

が
あ
る
こ
と
は
既
に
高
木
博
志
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
ゆ
天
皇

が
御
所
保
存
・
御
苑
の
整
備
の
意
向
を
最
初
に
示
し
た
と
さ
れ
る
明
治
十
年

二
月
の
内
諭
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
は
内
砂
金
を
基
に
御
所
保
存
の
方
策

を
講
じ
る
よ
う
京
都
府
に
命
じ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
（
つ
ま
り
、
公
園
を
作
る

と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
指
示
は
な
さ
れ
て
い
な
い
）
、
ま
た
、
そ
も
そ
も

こ
の
内
諭
自
体
が
、
当
時
九
門
内
の
活
用
を
進
め
て
い
た
棋
村
正
直
が
岩
倉

目
　
視
に
蒸
し
た
こ
と
を
契
機
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
。
た
と
評
者
は
理
解

し
て
い
る
。
総
合
的
に
見
て
、
明
治
天
皇
が
京
都
に
愛
着
を
持
ち
、
即
位
大

礼
を
御
所
で
開
催
す
る
こ
と
に
賛
意
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
こ
と
を
以
て
御
所
の
保
存
・
御
苑
の
整
備
が
天
皇
個
人
の
意
向
を

発
端
と
し
て
い
た
、
と
ま
で
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
し

て
や
、
天
皇
が
伝
統
と
革
新
を
融
合
さ
せ
た
京
都
全
体
の
復
興
を
も
構
想
し

て
い
た
と
す
る
見
解
は
、
あ
ま
り
に
想
像
を
逞
し
く
し
す
ぎ
た
議
論
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
京
都
市
民
・
府
民
と
天
皇
と
の
関
無
性
に
つ
い
て
の
理
解
・
評

価
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
序
論
で
近
世
禁
裏
御
所
へ
の
民
衆
の
参

入
行
為
を
根
拠
に
、
御
所
や
天
皇
が
当
時
の
京
都
の
民
衆
に
と
っ
て
「
誇
り

の
源
泉
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
、
本
論
で
は
、
天
皇
・
皇
室
の
奉
送
迎
や

奉
祝
行
革
に
対
し
市
民
・
府
民
が
秩
序
を
乱
し
た
形
で
参
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
娯
楽
的
要
素
も
含
み
つ
つ
、
天
皇
や
皇
室
へ
の
敬
愛
（
一
部
の
箇
所

で
は
、
「
自
然
な
敬
愛
」
と
記
載
）
が
発
露
さ
れ
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

全
体
と
し
て
、
京
都
の
民
衆
と
天
皇
と
は
一
貫
し
て
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
、

と
い
う
の
が
、
著
者
が
提
示
し
た
京
都
市
民
・
府
民
と
天
皇
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
「
絆
」
と
い
う
、
抽
象
的
ゆ
え
に
一
人
歩
き

し
か
ね
な
い
言
葉
を
、
研
究
者
以
外
の
読
者
の
存
在
も
想
定
し
た
書
籍
の
中

で
用
い
る
こ
と
の
危
う
さ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。
問
題
は
、

本
書
で
示
さ
れ
た
事
例
に
対
し
、
著
者
の
よ
う
な
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
果

た
し
て
妥
当
な
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
御
所
へ
の
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参
入
行
為
と
い
う
事
実
だ
け
か
ら
「
誇
り
の
源
泉
」
と
ま
で
す
る
の
に
は
、

飛
躍
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
参
入
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
と
と
、
天
皇
や
御
所
の
存
在
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
か
は
全
く
三
次
元
の

問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
祭
礼
空
間
に
お
い
て
民
衆
が
秩

序
を
乱
す
と
い
う
こ
と
自
体
の
歴
史
的
位
置
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
異
形
の
姿
で
の
踊
り
へ
の
参
加
や
、

そ
の
中
で
の
「
エ
ラ
イ
ヤ
ツ
チ
ヤ
、
エ
ラ
イ
ヤ
ツ
チ
ヤ
」
と
い
う
掛
け
声
は
、

京
都
で
は
十
九
世
紀
以
降
の
社
寺
創
建
・
改
築
や
河
川
凌
涕
作
業
の
砂
持
の

際
な
ど
に
行
わ
れ
て
い
た
習
俗
の
一
つ
で
、
作
業
自
体
へ
の
感
謝
や
祝
意
の

あ
ら
わ
れ
と
い
う
よ
り
は
、
民
衆
自
身
の
遊
興
と
自
己
解
放
と
い
う
側
面
が

　
　
　
③

強
か
っ
た
。
現
象
面
だ
け
で
評
価
す
る
な
ら
ば
、
奉
祝
行
事
な
ど
の
事
例
か

ら
見
え
て
く
る
の
は
、
天
皇
や
皇
室
へ
の
敬
愛
の
念
と
い
う
よ
り
は
、
二
十

世
紀
に
入
っ
て
も
な
お
継
続
さ
れ
る
民
俗
的
な
慣
行
の
根
強
さ
と
、
天
皇
関

係
の
行
事
を
も
そ
う
し
た
遊
興
や
自
己
解
放
の
機
会
へ
と
置
き
換
え
て
い
く

民
衆
達
の
し
た
た
か
な
姿
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
議
論
さ
れ
る
べ
き
は
、
こ

う
し
た
習
俗
と
天
皇
関
係
の
行
事
と
の
接
合
が
、
結
果
と
し
て
民
衆
意
識
の

中
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
全
体
と
し
て
、
御
所
・
御
苑
と
い
う
空
間
を
京
都
市
や
京
都
府

が
ど
の
よ
う
に
三
三
づ
け
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
、

中
央
政
府
・
官
僚
の
そ
れ
に
較
べ
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
戦
後
の
部
分
（
第
五
章
）
だ
け
で
、
飽

の
時
代
に
つ
い
て
は
奉
送
迎
や
奉
祝
行
事
へ
の
対
応
に
つ
い
て
若
干
触
れ
ら

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
明
治
前
期
に
お
け
る
御
所
・
御
苑
の
整

備
に
つ
い
て
い
え
ば
、
あ
る
時
期
ま
で
は
京
都
府
の
主
導
性
が
顕
著
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
と
評
者
は
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
大
正
期
よ
り
御
所
・
御
苑
の
観
光
名
所

化
が
進
む
と
い
う
本
書
が
あ
き
ら
か
に
し
た
重
大
な
論
点
の
一
つ
も
、
京
都

市
や
京
都
府
発
行
の
観
光
案
内
書
に
御
所
や
御
苑
の
案
内
が
詳
細
に
記
載
さ

れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
推
測
す
る
に
、
こ
れ
ら
自
治
体
に
よ
る
侮
ら
か

の
政
策
的
取
り
組
み
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
的
な
限
界
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
が
、
本
書
が
示
し
た
御
所
・
御
苑
空
間
を
め
ぐ

る
中
央
政
府
と
市
民
・
府
民
と
の
綱
引
き
と
い
う
図
式
に
、
地
方
自
治
体
の

動
向
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
さ
ら
に
立
体
的
な
歴
史
像
を
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
以
上
、
評
者
の
感
想
を
述
べ
て
き
た
が
、
本
書
が
全
体
と
し
て
は
優
れ
た

成
果
で
あ
り
、
今
後
の
京
都
都
市
史
研
究
、
近
代
天
皇
制
研
究
に
と
っ
て
参

照
さ
れ
る
べ
き
成
果
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
評
者
を
含
め
た
こ
の
分
野

の
研
究
者
は
、
本
書
の
成
果
を
肯
定
的
で
あ
れ
批
判
的
で
あ
れ
正
当
に
継
承

し
、
斯
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

①
高
木
博
志
『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』
（
校
倉
書
房
、
～
九
九
七
年
）

　
七
三
頁
。

②
拙
著
『
十
九
世
紀
民
衆
の
歴
史
意
識
・
由
緒
と
天
皇
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
一

　
～
）
～
二
七
～
＝
二
一
頁
。

③
粛
蘇
～
弘
「
踊
る
民
衆
と
幕
末
社
会
扁
（
『
大
系
日
本
歴
史
と
芸
能
』
十
、
平

　
凡
社
、
一
九
九
一
年
、
所
収
）
、
福
原
敏
男
「
普
請
・
砂
持
ち
の
風
流
扁
（
欄
国
立

　
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
輪
三
三
、
　
九
九
一
年
）
、
前
掲
拙
著
、
二
三
九
～

　
二
四
三
頁
。

④
前
掲
拙
著
、
一
二
〇
～
～
四
六
頁
。

　
（
四
六
判
　
三
五
二
頁
　
二
〇
一
〇
年
九
月
　
千
倉
書
房
　
税
込
【
一
七
三
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
掌
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
P
D
）
）
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